
 

 

１２
月
議
会
が
１２
月
２
日
に
開
会
さ
れ
、
平
成
２４
年
度
の

各
会
計
決
算
認
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
一

般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
の

決
算
認
定
に
反
対
し
ま
し
た
。
下
水
道
事
業
会
計
、
介
護
保

険
会
計
、
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
会
計
の
決
算
認
定
に
は
、

賛
成
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
以
外
の
議
員
は
、
全
て
の
決

算
認
定
に
賛
成
し
ま
し
た
。 

一
般
会
計
の
反
対
討
論
要
旨
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

平
成
２４
年
度
一
般
会
計
決

算
は
、
実
質
収
支
が
２
億
３
８

０
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
積

立
基
金
は
、
１
年
間
で
９
億
２

６
０
０
万
円
積
み
増
し
、
４３
億

３
８
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
第
２
次
財
政
健
全
化
計
画

で
、
平
成
２７
年
度
に
基
金
を
１

５
億
円
以
上
残
す
目
標
に
た

い
し
て
、
は
る
か
に
多
い
基
金

の
残
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
財
源
を
、
最
大
限

有
効
に
活
用
す
れ
ば
、
今
後
の

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
、
新

ご
み
処
理
施
設
の
建
設
な
ど
、

新
た
な
事
業
へ
の
投
資
を
含

め
て
も
、
第
２
次
財
政
健
全
化

計
画
で
切
り
下
げ
て
き
た
市

民
生
活
に
切
実
な
事
業
を
復

活
さ
せ
、
福
祉
・
教
育
・
防
災

な
ど
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

こ
と
は
、
十
分
可
能
で
す
。 

 

 

し
か
し
、
平
成
２４
年
度
の
決

算
は
、
平
成
２２
年
度
か
ら
の
第

２
次
財
政
健
全
化
計
画
に
も

と
づ
く
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
切

捨
て
を
引
き
継
ぐ
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

福
祉
の
分
野
で
は
、
ゆ
う
ゆ

う
バ
ス
が
、
平
成
２２
年
に
３
台

か
ら
２
台
に
減
ら
さ
れ
ま
し

た
が
、
２４
年
度
は
、
年
間
の
利

用
者
が
、
前
年
よ
り
約
６
０
０

０
人
も
増
加
し
、
乗
車
で
き
な

い
積
み
残
し
が
多
く
出
て
い

ま
す
。
交
野
で
も
、
高
齢
化
が

急
激
に
す
す
む
な
か
で
、
今
後

も
、
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
高
齢

者
・
障
害
者
の
切
実
な
外
出
支

援
策
と
し
て
、
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス

の
拡
充
を
求
め
ま
す
。 

ま
た
、
生
計
援
助
資
金
は
、

平
成
２２
年
度
か
ら
、
貸
付
の
収

入
要
件
を
生
活
保
護
基
準
の

次
に
、
市
役
所
の
職
員
数
は
、

財
政
健
全
化
計
画
に
も
と
づ

き
、
平
成
２２
年
度
は
５
２
７

名
、
２３
年
度
は
５
２
１
名
、
２４

年
度
は
５
１
９
名
と
、
減
ら
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市

は
こ
の
間
、
大
阪
府
か
ら
の
権

限
委
譲
で
、
多
く
の
事
務
を
受

け
入
れ
て
お
り
、
職
員
の
負
担

は
限
界
で
す
。
市
民
参
加
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
す
す
め
、
大

雨
に
よ
る
浸
水
や
土
砂
災
害
、

地
震
な
ど
災
害
へ
の
対
応
と
対

策
、
高
齢
者
へ
の
き
め
細
か
い

 

い
ま
、
市
民
の
所
得
の
状
況

は
厳
し
く
、
所
得
の
あ
る
人
の

な
か
で
も
、
所
得
２
０
０
万
円

未
満
が
約
５
割
と
な
っ
て
い

ま
す
。
１
人
あ
た
り
の
所
得
も

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
間
、
市
と
し
て
、
様
々

な
市
民
参
加
の
取
り
組
み
を

広
げ
て
き
た
こ
と
は
重
要
で

す
が
、
一
方
で
、
低
所
得
者
や

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
、
公
的

な
支
援
を
必
要
と
す
る
市
民

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
充
実

の
方
向
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
。 

第
２
次
財
政
健
全
化
計
画

で
切
り
下
げ
て
き
た
切
実
な

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
も
と
に
も

ど
し
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
低

所
得
者
に
あ
た
た
か
い
施
策

の
充
実
を
求
め
て
、
反
対
の
討

論
と
し
ま
す
。 

 

基
金
が

億
円 

福
祉
・
教
育
・
防
災
に
使

う
べ
き 

福
祉
の
切
り
下
げ 

も
と
に
戻
せ 

市
役
所
の
正
規
職
員
増
員
を 

２
倍
以
下
か
ら
１
．
５
倍
以
下

に
狭
め
、
５
万
円
以
上
の
貸
付

は
連
帯
保
証
人
を
必
要
と
す

る
な
ど
、
要
件
を
厳
し
く
す
る

改
悪
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
必

要
な
人
が
利
用
し
に
く
く
、
平

成
２４
年
度
の
貸
付
件
数
は
わ

ず
か
４
件
で
す
。
市
民
の
生
活

が
厳
し
く
な
る
な
か
、
貸
付
要

件
の
緩
和
を
強
く
求
め
ま
す
。 

 

な
ど
で
待
機
児
童
を
解
消
す

る
抜
本
的
な
取
り
組
み
、
通
院

の
医
療
費
助
成
の
小
学
校
卒

業
ま
で
の
引
き
上
げ
、
学
校
の

少
人
数
学
級
の
拡
充
を
求
め

ま
す
。 

 

子
育
て
・
教
育
の
分
野
で

は
、
２４
年
度
か
ら
、
入
院
の
医

療
費
助
成
の
小
学
校
卒
業
ま

で
の
拡
充
や
、
妊
婦
健
診
の
公

費
負
担
の
増
額
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
へ
の
補
助
増
額
、
認
可
外
保

育
所
利
用
者
へ
の
補
助
な
ど

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
重
要

な
前
進
で
あ
り
、
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。 

一
方
、
２３
年
度
か
ら
の
、
就

学
援
助
制
度
の
改
悪
で
、
持
ち

家
世
帯
の
認
定
基
準
が
府
下

最
低
レ
ベ
ル
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
利
用
し
に
く
く
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
２４
年
度
か
ら
給
食

食
材
へ
の
補
助
金
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
は
、
子
育
て
支
援
に

逆
行
す
る
も
の
で
す
。 

就
学
援
助
の
認
定
基
準
の

引
き
上
げ
と
、
保
育
所
の
増
設

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
低
所

得
者
に
あ
た
た
か
い
施
策
の

充
実
を 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て 

 支
援
な
ど
を
す
す
め
て
い
く

た
め
に
も
、
正
規
職
員
の
増

員
、
体
制
強
化
を
求
め
ま
す
。 

 


